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石
川
の
巨
樹

能
登
町
天
然
記
念
物「
天
狗
平
の
御
所
桜
」

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
能
登
町
北
河
内

町
天
狗
平
に
あ
る
、
石
川
県
一
の
�
知
る

人
ぞ
知
る
�
隠
れ
た
名
木
と
も
言
え
る
エ

ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
巨
樹
（
能
登
町
天
然

記
念
物
、
昭
和
３７
年
１１
月
１
日
指
定
）
で

あ
る
。

小
生
は
、
県
林
業
試
験
場
勤
務
の
時
に

旧
柳
田
村
か
ら
、
こ
の
樹
の
樹
勢
回
復
の

依
頼
を
受
け
て
以
降
、
長
年
に
わ
た
り
携

わ
っ
て
き
た
。
依
頼
の
あ
っ
た
当
時
は
、

御
所
桜
の
上
方
に
あ
っ
た
天
野
家
に
通
じ

る
道
が
、
サ
ク
ラ
の
谷
側
を
巻
く
よ
う
に

し
た
歩
道
程
度
で
車
も
通
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
所
へ
付
け
替
え
た
際
に
支
障

と
な
っ
た
根
を
切
り
衰
弱
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
地
表
に
出
て
い
た
ぶ
つ
切

り
の
根
か
ら
、
紋
羽
病
や
ナ
ラ
タ
ケ
菌
な

ど
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
太
さ
３
セ
ン
チ

以
上
の
も
の
十
数
本
は
、
鋭
利
な
枝
打
ち

の
こ
ぎ
り
で
切
り
直
し
、
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ

ペ
ー
ス
ト
を
た
っ
ぷ
り
塗
布
し
て
、
埋
め

戻
す
よ
う
に
土
を
盛
っ
た
。
更
に
樹
体
を

元
気
づ
け
る
た
め
の
森
林
用
肥
料
を
施
し

た
。
ま
た
２
〜
３
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
透
水

性
の
よ
い
覆
土
を
す
る
よ
う
に
伝
え
た
も

の
で
あ
る
。

全
体
の
樹
形
（
写
真
１
）
が
と
て
も
良

く
、
多
雪
地
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
勿
論
、

管
理
が
良
い
か
ら
で
あ
る
が
、
山
間
地
な

の
で
年
に
よ
っ
て
は
ウ
ソ
（
小
鳥
）
に
よ

る
花
芽
食
害
も
多
い
と
い
う
。
サ
ク
ラ
の

右
側
の
花
つ
き
が
悪
く
見
え
る
が
、
右
側

に
は
谷
が
あ
り
低
温
の
谷
風
が
吹
き
上
が

っ
て
く
る
た

め
開
花
が
遅

れ
が
ち
と
な

る
よ
う
だ
。

何
よ
り
も
地
元
の
西
谷
進
氏
が
献
身
的

に
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
変
調
に
気

付
か
れ
る
と
小
生
に
電
話
が
入
り
、
写
真

も
送
っ
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
御
所
桜
が
今

あ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
氏
の
お
蔭
で
あ
る
。

な
お
、
地
元
に
「
御
所
桜
を
守
る
会
」

が
あ
り
、
会
長
は
北
河
内
町
々
会
長
、
世

話
人
代
表
が
西
谷
進
氏
、
町
会
の
全
員
が

会
員
と
な
っ
て
お
り
、
石
下
哲
雄
氏
（
輪

島
市
）
と
不
肖
小
生
が
顧
問
と
な
っ
て
い

る
。現

地
の
説
明
板
（
能
登
町
教
育
委
員

会
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

【
鉢
伏
山
の
懐
に
あ
る
上
河
内
は
、
能

州
木
地
師
が
活
躍
し
た
。豊
か
な
林
材（
ブ

ナ
、
ケ
ヤ
キ
、
ト
チ
な
ど
）
で
天
狗
椀
と

呼
ば
れ
る
古
代
椀
を
生
産
し
た
。

木
地
師
は
職
祖
・
惟
喬
親
王
（
文
徳
天

皇
第
一
皇
子
〈
８
４
４
〜
８
９
７
〉
ロ
ク

ロ
を
普
及
さ
せ
た
）
を
敬
い
、
閑
居
し
た

江
州
小
椋
郷
（
滋
賀
県
近
江
市
）
へ
の
参

詣
奉
仕
を
恒
例
と
し
て
い
た
。
そ
の
折
、

彼
の
地
よ
り
桜
の
苗
木
を
持
ち
帰
り
、
当

地
に
植
え
た
も
の
と
の
伝
承
が
あ
る
。

御
所
桜
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
称
さ
れ
る
暖

地
性
の
品
種
で
あ
り
寒
冷
な
当
地
で
巨
木

と
な
る
こ
と
は
真
に
貴
重
で
あ
る
。
天
狗

椀
の
歴
史
を
語
る
証
で
、
桜
で
は
県
下
一

の
幹
周
り
の
巨
木
で
あ
る
。
能
登
町
指
定

の
天
然
記
念
物
の
至
宝
で
あ
る
】

（
樹
高：

１３
・
０
ｍ
、
幹
周：

４
・
３８
ｍ
、

枝
張：

南
北
２１
・
０
ｍ
、
東
西
２０
・
０
ｍ

令
和
３
年
７
月
末
の
測
定
時
）

（
県
巨
樹
の
会

松
枝

章
）

県
山
林
大
会
の
お
知
ら
せ

第
６６
回
石
川
県
山
林
大
会
の
開
催

を
次
の
通
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
日
時

令
和
３
年
１０
月
１９
日

（
火
）
午
後
１
時
３０
分
〜

・
場
所

県
立
音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー

ル
（
金
沢
市
）

・
主
催

石
川
県
山
林
協
会

・
後
援

石
川
県
、
金
沢
市
、

林
業
・
木
材
産
業
団
体

・
内
容

挨
拶
、
表
彰
、
意
見
発

表
、
大
会
決
議
な
ど

ま
た
、
本
協
会
の
代
議
員
会
を
同

日
１０
時
３０
分
か
ら
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に

係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
適
切

な
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
両
行
事
を

開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

見事な幹周り写真１ 開花時の御所桜

令和３年９月１０日（7） №７９６


